
昨年民主・自民・公明３党は「社会保障制度改革推進法」と

「消費税増税法」を成立させました。市民生活を揺るがし、生

存権に関わる社会保障と自殺防止対策問題を質問しました。
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い い づ か 孝 子

市役所内 党議員団控室

電 話 025(226)3450

ＦＡＸ 025(223)7748

お困りごと・相談ごとは

090-1885-4091いいづか孝子まで

※このチラシは政務調査費を活用しています。

問

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進

法
は
、
年
金
・
医
療
・
介
護
を

「
自
助
・
共
助
」
を
基
本
に
、

「
給
付
は
重
点
化
と
効
率
化
、

対
象
範
囲
の
適
正
化
を
図
る
」

と
し
生
活
保
護
制
度
の
見
直
し

を
盛
り
込
み
、
国
の
公
助
義
務

を
大
き
く
後
退
さ
せ
た
。

自
公
民
３
党
合
意
の
一
体
改

革
工
程
表
は
社
会
保
障
関
連
予

算
を
連
続
的
に
削
減
す
る
計
画

で
、
そ
の
財
源
は
低
所
得
者
ほ

ど
負
担
が
重
く
逆
進
性
の
強
い

「
消
費
税
を
引
き
上
げ
て
充
て

る
」
と
し
て
い
る
。

国
が
進
め
る
社
会
保
障
大
改

悪
か
ら
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
防
波
堤
と
し
て
、
社
会
保

障
削
減
計

画
の
中
止

を
国
に
求

め
る
べ
き

で
は
な
い

か
。

答

「
消
費
税
引
き
上
げ
は
、

安
定
財
源
確
保
を
図
る
た
め
の

も
の
と
認
識
す
る
。

低
所
得
者
に
配
慮
し
た
制
度

設
計
は
必
要
だ
が
、
社
会
保
障

制
度
の
再
構
築
は
必
要
と
考
え

る
。
指
定
都
市
市
長
会
を
通
じ

て
必
要
に
応
じ
て
国
に
要
請
し

て
い
く
」
と
市
民
生
活
の
現
状

と
か
け
離
れ
た
認
識
を
示
す
。

問

国
は
社
会
保
障
改
悪
の
一

番
手
に
生
活
保
護
費
の
大
幅
削

減
を
打
ち
出
し
た
。
生
活
費
で

あ
る
生
活
扶
助
基
準
を
３
年
間

で
６
７
０
億
円
削
減
。
平
均
6.5

％
引
き
下
げ
は
、
保
護
受
給
世

帯
96
％
に
減
額
や
保
護
の
廃
止

が
起
こ
り
、
申
請
は
更
に
狭
き

門
と
な
る
。
又
、
低
所
得
世
帯

の
住
民
税
、
保
育
料
、
介
護
保

険
料
、
医
療
費
一
部
負
担
金
の

減
免
や
就
学
援
助
制
度
等
の
目

安
で
あ
る
こ
と
か
ら
影
響
が
甚

大
と
な
る
。

貧
困
と
格
差
を
広
げ
る
基
準

引
き
下
げ
の
撤
回
を
求
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

「
生
活
保
護
基
準
の
見
直

し
は
、
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も

の
に
な
る
と
考
え
る
。
国
の
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
適
切

な
対
応
に
努
め
て
い
く
」
と
国

言
い
な
り
の
姿
勢
を
示
す
。

問

本
市
実
施
の
「
自
殺
未
遂

者
実
態
把
握
調
査
」
は
、
自
殺

未
遂
者
の
約
７
割
に
精
神
科
受

診
歴
が
あ
り
、
自
殺
手
段
は
薬

物
が
７
割
を
占
め
、
多
く
は
精

神
科
処
方
薬
だ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

自
殺
対
策
協
議
会
で
精
神
科

医
療
で
自
殺
防
止
対
策
の
検
討

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

今
後
、
自
殺
対
策
協
議
会

で
精
神
科
医
師
な
ど
専
門
家
に

よ
る
認
知
療
法
の
普
及
や
家
族

支
援
、
受
診
者
の
治
療
中
断
へ

の
支
援
、
服
薬
指
導
な
ど
具
体

的
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問

う
つ
病
や
ス
ト
レ
ス
関
連

の
精
神
疾
患
は
、
精
神
医
療
だ

け
に
着
目
し
た
防
止
対
策
だ
け

で
は
自
殺
危
機
の
抜
本
改
善
は

で
き
な
い
。

自
殺
要
因
の
生
活
苦
・
借
金

な
ど
複
合
す
る
経
済
社
会
問
題

に
は
、
包
括
的
・
個
別
的
支
援

が
求
め
ら
れ
る
。

寄
り
添
い
型
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
支
援
の
「
パ
ー
ソ
ナ
・
ル
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
の
周
知

と
連
携
を
広
げ
ス
ト
レ
ス
の
根

本
解
決
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答

医
療
機
関
や
関
係
機
関
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
、

研
修
の
機
会
に
周
知
を
図
っ
て

い
く
。

問

調
査
結
果
は
「
生
活
保
護

受
給
者
に
自
殺
未
遂
を
繰
り
返

す
リ
ス
ク
が
高
く
、
完
遂
リ
ス

ク
も
高
い
傾
向
」
と
し
て
い
る
。

自
殺
企
図
の
要
因
を
明
ら
か

に
し
、
支
援
対
策
を
講
ず
る
た

め
に
、
受
給
者
を
対
象
に
心
の

健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
や
ニ
ー
ズ
調

査
に
よ
る
課
題
把
握
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答

具
体
的
支
援
策
に
つ
な
ぐ

た
め
に
、
要
因
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

要
因
に
結
び
つ
く
よ
う
な
相

談
事
例
を
分
析
し
心
の
健
康
度

チ
ェ
ッ
ク
の
活
用
な
ど
必
要
な

対
策
を
講
じ
て
い
く
。

問

本
調
査
の
健
康
保
険
別
集

計
で
、
全
額
自
費
者
が
全
体
の

１
割
、
既
遂
者
の
２
割
を
占
め

自
殺
企
図
者
に
無
保
険
状
態
者

が
少
な
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

生
活
困
窮
が
自
殺
要
因
の
一

因
と
考
え
ら
れ
る
。

無
保
険
状
態
と
な
る
資
格
証

の
発
行
は
中
止
し
、
無
保
険
者

の
実
態
調
査
が
必
要
で
な
い
か
。

答

「
保
険
料
完
納
世
帯
と
の

公
平
性
か
ら
も
資
格
証
の
交
付

は
や
む
を
得
な
い
。
無
保
険
の

要
因
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

目
的
や
必
要
性
、
結
果
の
活
用

方
法
な
ど
十
分
に
確
認
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
無
保
険
問
題
を

自
己
責
任
と
す
る
答
弁
。

社
会
保
障
大
改
悪
の
防
波
堤
の
役
割
を

社
会
保
障
関
連
予
算

削
減
中
止
を

自
殺
者
実
態
把
握
で
自
殺
防
止
対
策
を

本
市
は
毎
年
２
０
０
人
前
後
の
方
が
自
殺
で
亡
く
な
り
、
自
殺

率
は
全
国
で
も
高
く
自
殺
対
策
に
実
態
調
査
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

昨
年
市
が
実
施
し
た
過
去
５
年
間
の
自
殺
未
遂
者
１
,
７
０
１
人

の
実
態
把
握
調
査
を
基
に
自
殺
防
止
策
を
提
案
し
ま
し
た
。

新潟市自殺総合対策行動計画より

生
活
保
護
基
準

引
き
下
げ
の
撤
回
を


